
日
新
電
機

中
国
で
民
間
市
場
開
拓

小畑英明社長

　
―
電
力
機
器
製
品
の
動
向
は
い

か
が
で
す
か
。

　
「
東
日
本
大
震
災
後
に
は
被
災

し
た
工
場
に
対
し
て
、
全
力
で
設

備
の
復
旧
作
業
を
進
め
て
き
た
。

民
需
で
は
、
世

界
同
時
不
況

で
、
需
要
が
半

減
し
て
い
た

が
、
よ
う
や
く
底
を
打
っ
た
感
が

あ
る
。
一
方
、
震
災
の
影
響
で
、

公
共
投
資
や
電
力
会
社
の
動
き
は

芳
し
く
な
い
。
全

体
的
に
は
横
ば
い

が
続
く
だ
ろ
う
」

　
―
民
間
需
要
の
現
状
は
。

　
「
国
内
で
は
電
力
機
器
の
更
新

が
中
心
。
顧
客
が
海
外
で
建
設
す

る
工
場
向
け
の
需
要
も
あ
る
。
海

外
で
は
受
変
電
設
備
の
ほ
か
、
停

電
に
備
え
た
瞬
停
・
停
電
対
策
装

置
の
ニ
ー
ズ
も
多
い
」

　
―
海
外
事
業
の
課
題
は
。

　
「
海
外
拠

点
は

カ
所

を
超
え
て
お

り
、
海
外
要

員
の
拡
充
と

養
成
が
重
要

に
な
っ
て
い

る
。
異
文
化

を
理
解
し
な

が
ら
、
技
術
も
経
営
も
わ
か
る
人

材
が
必
要
。
赴
任
前
教
育
の
充
実

を
は
か
り
、
５
年
程
度
の
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
で
現
地
に
駐
在
さ
せ

る
。
中
国
で
は
、
従
来
の
電
力
市

場
に
加
え
、
民
間
市
場
に
も
打
っ

て
出
る
」

　
―
環
境
分
野
で
成
長
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
「
太
陽
光
な

ど
ク
リ
ー
ン
発

電
が
盛
ん
に
な

れ
ば
、
直
流
を
交
流
に
変
換
す
る

装
置
や
電
力
系
統
を
安
定
化
さ
せ

る
装
置
の
需
要
が
伸
び
る
。
国
内

外
で
受
注
し
、
２
０
１
５
年
度
ま

で
に
売
上
高
を
倍
以
上
に
伸
ば
し

た
い
」

　
―
ほ
か
の
事
業
で
は
。

　
「
高
精
細
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
に
イ

オ
ン
を
注
入
す
る
装
置
に
も
強
い

の
で
、
高
機
能
携
帯
電
話

ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン

用
に
受
注
拡
大
が

見
込
め
る
」

知の結集で活力を生み出す

ニ
チ
ダ
イ

古屋元伸社長

新
興
国
の
需
要
視
野
に

　
―
自
動
車
向
け
の
ネ
ッ
ト
シ
ェ

イ
プ

精
密
鍛
造
金
型
と
鍛
造
部

品

と
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の

タ
ー
ボ
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー

過
給

器

部
品
組
み
立
て
が
主
力
事
業

で
す
。
東
日
本

大
震
災
か
ら
半

年
以
上
た
ち
、

受
注
の
回
復
状

況
は
。

　
「
自
動
車
が
ほ
と
ん
ど
生
産
さ

れ
な
い
状
況
だ
っ
た
震
災
後
２
カ

月
程
度
ま
で
と
は

変
わ
り
、
今
は
受

注
も
前
年
同
期
以

上
に
回
復
し
て
い
る
。
タ
ー
ボ
チ

ャ
ー
ジ
ャ
ー
部
品
の
組
み
立
て
は

海
外
の
顧
客
向
け
な
の
で
、
震
災

の
影
響
は
な
い
」

　
―
２
０
１
４
年
３
月
期
を
目
標

と
す
る
中
期
経
営
計
画
で
は
、
海

外
売
上
高
比
率
を

年
３
月
期
の

・
６
％
か
ら

％
以
上
に
定
め

ま
し
た
。

　
「
円
高
や

新
興
国
市
場

の
成
長
か

ら
、
国
内
の

自
動
車
生
産

が
伸
び
る
と

は
考
え
て
い

な
い
。
か
つ

て
は
米
国
で
も
金
型
を
生
産
し
て

い
た
が
市
場
が
伸
び
ず
、
今
後
は

新
興
国
を
外
需
の
拡
大
先
と
し
て

視
野
に
入
れ
て
い
る
。
中
期
計
画

中
に
は
、
東
南
ア
ジ
ア
で
も
ネ
ッ

ト
シ
ェ
イ
プ
部
門
の
生
産
を
始
め

た
い
」

　
―
中
期
計
画
で
は
新
事
業
の
創

出
も
打
ち
出
し

て
い
ま
す
が
、

具
体
的
な
内
容

は
。

　
「
ネ
ッ
ト
シ
ェ
イ
プ
で
新
た
な

領
域
を
開
拓
し
た
い
。
例
え
ば
電

気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

の
市
場
が
拡

大
す
れ
ば
、
ネ
ッ
ト
シ
ェ
イ
プ
が

適
す
る
Ｅ
Ｖ
用
部
品
が
増
え
る
こ

と
も
見
込
め
る
。
ネ
ッ
ト
シ
ェ
イ

プ
は
切
削
加
工
が
不
要
で
、
金
型

を
使
っ
て
一
発
で
高
精
度
部
品
を

低
コ
ス
ト
生
産
で
き
る
の
が
強

み
。
金
型
の
需
要
を
伸
ば
す
技
術

開
発
も
進
め
、
新
た
な
需
要
を
開

拓
し
た
い
」

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ａ

世
界
で
顧
客
満
足
得
る

西村永和社長

　
―
好
不
況
の
波
が
激
し
い
半
導

体
関
連
分
野
で
、
世
界
ト
ッ
プ
シ

ェ
ア
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
当
社
は
半
導
体
モ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
装
置
の
先
駆
け
。
製
品
は

％
強
と
い
う
シ

ェ
ア
以
上
に
多

く
世
界
で
動
い

て
い
る
。
い
か

に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
顧
客
の

満
足
を
取
っ
て
い
く
か
が
重
要

だ
。
製
品
の
組
み
合
わ
せ
で
生
産

効
率
化
を
図
る
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提

案
を
強
化
す
る
。

そ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
新
製
品

の
開
発
を
進
め
て
い
き
た
い
。
ハ

イ
エ
ン
ド
を
追
求
し
つ
つ
、
ボ
リ

ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
も
追
い
か
け
る
」

　
―
基
礎
的
な
研
究
開
発
が
製
品

を
支
え
て
い
ま
す
。

　
「
要
素
技
術
の
開
発
は
坂
東
記

念
研
究
所
で
取
り
組
ん
で
お
り
、

現
在
金
型
に

関
す
る
基
礎

技
術
の
研
究

を
進
め
て
い

る
。
さ
ま
ざ

ま
な
研
究
機

関
や
企
業
、

京
都
市
内
外

の
大
学
と
も

組
ん
で
お
り
、
事
業
の
推
進
力
に

し
て
い
る
。
共
同
研
究
で
触
発
を

受
け
て
新
し
い
ア
イ
デ
ア
が
出
て

く
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
る
」

　
―
国
内
需
要
減
と
円
高
で
、
業

界
を
と
り
ま
く
環
境
は
厳
し
さ
を

増
す
一
方
で
す
。

　
「
経
済
危
機
で
欧
米
の
購
買
力

が
低
下
し
、
在

庫
調
整
な
ど
も

あ
る
の
が
業
界

の
現
状
。
究
極

の
円
高
対
策
は
な
い
。
た
だ
、
当

社
は
中
国
の
蘇
州
と
マ
レ
ー
シ
ア

で
生
産
し
コ
ス
ト
を
抑
え
て
い

る
。
現
地
調
達
比
率
も
５
―

年

か
け
て
引
き
上
げ
て
き
た
の
で
円

高
に
も
耐
え
ら
れ
る
」

　
「
海
外
向
け
の
売
り
上
げ
は
現

在
、
全
体
の
８
割
だ
が
、
こ
れ
か

ら
ま
だ
伸
ば
せ
る
。
必
要
な
設
備

投
資
は
実
行
し
て
い
く
。
研
究
開

発
費
も
縮
小
し
な
い
」

ワ
コ
ー
ル

下
着
の
可
能
性
を
追
求

安原弘展社長

　
―
業
界
に
先
駆
け
た
独
自
の
商

品
を
生
み
出
し
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
企
画
か
ら
生
産
、
店
頭
販
売

ま
で
自
社
で
組
織
化
し
て
き
た
の

が
強
み
だ
。
顧
客
の
声
を
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
て

商
品
開
発
に
反

映
す
る
、
企
画

サ
イ
ド
か
ら
店

頭
を
通
じ
て
顧
客
に
伝
え
る
と
い

う
２
Ｗ
Ａ
Ｙ
が
可
能
。
ま
た
消

費
者
の
潜
在
的
な
要
望
を
形
に
す

る
こ
と
で

ク
ロ

ス
ウ
ォ
ー
カ
ー

な
ど
の
ス
タ
イ
ル

サ
イ
エ
ン
ス
商
品
や

ス
ゴ
衣

と
い
っ
た
商
品
が
生
ま
れ
た
」

　
―
研
究
成
果
を
反
映
し
た
商
品

開
発
も
特
徴
で
す
。

　
「
基
礎
研
究
を
行
う
人
間
科
学

研
究
所
に
は
相
当
な
コ
ス
ト
を
か

け
て
お
り
、
非
常
に
重
要
な
経
営

資
源
だ
と
考
え
て
い
る
。
商
品
開

発
の
キ
ー
ワ

ー
ド
は

美

・
快
適
・
健

康

。
最
近

は

エ
イ
ジ

ン
グ

を
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン

の
柱
に
置
い

て
い
る
。
下

着
で
も
こ
う
い
う
こ
と
が
で
き

る
、
と
い
う
可
能
性
や
利
便
性
を

提
案
す
る
」

　
―
日
本
企
業
の
海
外
生
産
シ
フ

ト
が
相
次
ぎ
ま
す
。

　
「
怖
い
の
は
国
内
の
消
費
力
が

落
ち
る
こ
と
だ
。
雇
用
も
不
安
定

に
な
る
。
当
社
は
現
在
国
内
生
産

が
半
分
弱
。
今

後
あ
る
程
度
の

比
率
は
維
持

し
、
量
が
増
え

る
分
は
海
外
で
生
産
す
る
」

　
―
異
業
種
と
の
協
業
や
、
産
学

連
携
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
国
内
で
は
商
品
価
格
が
２
０

０
０
円
台
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン

を
増
や
し
て
成
長
性
を
生
み
出

す
。
イ
オ
ン
と
共
同
で
立
ち
上
げ

た
ブ
ラ
ン
ド

フ
フ

は
そ
の
切

り
札
の
ひ
と
つ
だ
。
人
間
科
学
研

究
所
も
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
と
共
同

研
究
を
進
め
て
い
る
」

堀
場
製
作
所

信
頼
が
ブ
ラ
ン
ド
力
に

堀場厚社長

　
―
開
発
の
注
意
点
は
。

　
「
や
は
り
品
質
と
性
能
。
た

だ
、
こ
れ
ま
で
力
を
入
れ
て
い
た

強
い
製
品
を
売
る
ビ
ジ
ネ
ス
だ
け

で
は
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
取

り
込
ん
で
ビ
ジ

ネ
ス
全
体
に
入

り
込
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
。

最
近
は
当
社
で
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ

ン
ト
を
開
い
た
り
、
技
術
説
明
会

の
場
所
を
貸
し
た
り
し
て
い
る

が
、
つ
い
で
に
製

品
や
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
見
て
も
ら
っ

て
信
頼
関
係
を
築
き
、
ブ
ラ
ン
ド

力
を
上
げ
る
こ
と
が
大
事
だ
」

　
―
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
ー
の
受

注
が
急
伸
し
ま
し
た
。

　
「
教
育
向
け
に
１
、
２
人
で
生

産
し
て
い
た
が
、

―

人
体
制

で
や
ら
な
い
と
間
に
合
わ
な
く
な

っ
た
。
自
社
の
体
力
の
中
で

年

間
技
術
を
温

存
し
て
地
道

に
や
っ
て
き

た
技
術
部
門

と
、
急
激
に

生
産
を
立
ち

上
げ
た
生
産

部
隊
が
相
乗

効
果
を
発
揮

し
て
く
れ
た
。
特
殊
な
部
品
も
多

い
中
で
グ
ロ
ー
バ
ル
調
達
も
一
気

に
動
い
て
く
れ
、
早
い
生
産
立
ち

上
げ
に
つ
な
げ
た
。
そ
の
が
ん
ば

り
を
社
員
が
部
署
に
関
係
な
く
喜

ん
で
い
る
こ
と
も
、
当
社
の
強
さ

の
秘
訣

ひ
け
つ

だ
」

　
―
今
年
は
大
が
か
り
な
機
構
改

革
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
「
５
事
業
に

分
け
て
い
た
開

発
部
門
な
ど
を
１
本
化
し
た
ほ

か
、
ビ
ジ
ネ
ス
オ
ー
ナ
ー

事
業

推
進
責
任
者

も
設
置
し
た
。
生

産
性
が
目
に
見
え
て
上
が
る
な
ど

効
果
が
出
て
い
る
。
将
棋
盤
の
駒

人
材

は
一
緒
で
も
、
配
置

組
織

を
工
夫
す
る
と
一
気
に

変
わ
っ
た
。
学
生
の
多
い
京
都
は

優
秀
な
人
材
も
確
保
し
や
す
い
。

だ
が
、
ど
ん
な
人
材
を
そ
ろ
え
て

も
、
養
成
し
な
い
と
い
け
な
い
」

大
日
本
ス
ク
リ
ー
ン
製
造

環
境
・
エ
ネ
分
野
に
視
点

橋本正博社長

　
―
技
術
の
強
み
は
何
で
す
か
。

　
「
強
み
は
創
業
当
時
か
ら
の
コ

ア
技
術

フ
ォ
ト
リ
ソ
グ
ラ
フ
ィ

ー

写
真
蝕
刻
技
術

に
あ

り
、
こ
の
要
素
技
術
を
ベ
ー
ス
に

各
種
印
刷
関
連

機
器
か
ら
半
導

体
製
造
装
置
、

液
晶
パ
ネ
ル
製

造
装
置
な
ど
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

分
野
へ
展
開
し
て
き
た
。
今
後

も
、
こ
の
基
本
姿
勢
に
変
わ
り
は

な
い
」

　
―
足
元
の
事
業

環
境
は
。

　
「
半
導
体
製
造
装
置
で
は
半
導

体
メ
ー
カ
ー
の
投
資
姿
勢
が
慎
重

に
な
っ
て
い
る
一
方
、
先
端
設
備

を
中
心
に
し
た
開
発
向
け
投
資
は

継
続
さ
れ
て
い
る
。
液
晶
パ
ネ
ル

製
造
装
置
は
大
型
パ
ネ
ル
向
け
投

資
は
相
変
わ
ら
ず
低
調
だ
が
、
中

小
型
パ
ネ
ル
向
け
の
投
資
は
堅

調
。
印
刷
関

連
で
は
日
本

を
含
む
先
進

国
で
プ
リ
ン

ト
・
オ
ン
・

デ
マ
ン
ド

Ｐ
Ｏ
Ｄ

デ
ジ
タ
ル
印

刷
機
が
順
調

に
伸
び
つ
つ
あ
る
。
９
月
に
は
Ｐ

Ｏ
Ｄ
に
関
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
総
合
的
に
提
案
し
、
ま
た
実
際

に
体
感
で
き
る
新
た
な
情
報
発
信

拠
点
も
開
設
し
た
」

　
―
今
後
力
を
注
ぐ
の
は
。

　
「
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
分

野
だ
ろ
う
。
太
陽
電
池
や
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
二
次

電
池
な
ど
の
製

造
で
は
、
当
社

の
強
み
を
生
か

せ
る
。
ま
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果

を
も
た
ら
す
電
子
部
品

グ
リ
ー

ン
デ
バ
イ
ス

と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
や
発
光

ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

な
ど
に

は
、
半
導
体
製
造
装
置
で
培
っ
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た

フ
ロ
ン

テ
ィ
ア

シ
リ
ー
ズ
が
あ
る
。
ま

だ
ビ
ジ
ネ
ス
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
小
さ

い
が
、
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
注
目
し
て

ほ
し
い
」

　　 ２０１１年 平成２３年 １０月２８日 金曜日 （第２部） 　　 （ ）


